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82億9千万円
４年度予算総額

　
３
月
２
日
か
ら
１１
日
ま
で
延
べ
１０
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
補

正
予
算
、
条
例
改
正
案
、
令
和
４
年
度
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

の
３
日
間
の
集
中
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
、
特
別
会
計

含
め
、
全
３２
議
案
、
同
意
２
案
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
振
興
計
画
に
基
づ
い
た
５
本
の
柱
、
主
な
も
の
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

＊除雪事業　1億9308万円
町道除雪委託　1億8480万円、歩道除雪委託　828万円

＊道路、定住環境整備事業

1億4454万円
空き家対策　1400万円、民間賃貸住宅　1394万円、
町道改良　　4510万円、橋梁長寿命化　7150万円

＊上下水道整備事業� 1億3175万円
統合簡易水道　3881万円、集落排水施設整備　9294万円

自然と共生するまちづくり　（雪・居住・環境）

文化に根づく人づくり　（スポーツ、文化、教育）

＊体育施設整備　3921万円
町下野球場照明設備、町民体育館照明ＬＥＤ化

＊文化財保護整備

� 847万円
旧長谷家茅葺屋根改修

＊スクールバス新規購入

� 997万円
スクールバス更新

まちづくり」

ナイターで行われた只見高校 VS 大垣日大高校

まちづくり」82億9千万円
� （千円未満切り捨て）
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モンベルと只見町の７つのミッション

「未来に託せる持続的な

自然体験促進による環境保全意識の醸成
子どもたちの生き抜いていく力の育成
自然体験促進による健康増進
防災意識と災害対応力の向上
地域の魅力発信とエコツーリズム促進、地域経済の活性化
農林水産業の活性化
高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進

＊集会施設整備事業

� 7906万円
下福井集会施設新築等　6525万円、
各集会施設修繕　1381万円
＊只見線鉄道施設等維持管理負担金

� 1935万円
只見線上下分離方式運営にかかる負担金

＊只見駅前賑わい創出事業

1億2341万円
駅前整備、賑わいづくり整備等

＊子宮頸がん予防ワクチン接種

� 791万円
＊新型コロナワクチン接種

� 924万円

＊広域市町村圏組合消防費

2億2254万円
広域消防署
只見出張所新築事業

＊夢ある農業応援事業補助金

� 2691万円
田畑１０ａ以上耕作の販売農家に対
して機械購入補助

＊Ｕ・Ｉターン有資格者確保

� 1000万円
有資格者人材確保推進給付金として
１人あたり２５０万円

＊モンベル包括協定推進事業

� 880万円
連携し、問題解決に取り組んでいく

住民が主役のまちづくり　（公共施設、インフラ、交流）

住みやすいまちづくり　（健康、安全、防災）

働きがいのあるまちづくり　（農業、人材確保、地域の魅力発掘）

新築された
楢戸集会施設

「未来に託せる持続的な
� （千円未満切り捨て）
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＊
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
・
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
制
度

�

３
３
４
３
万
円

問
中
山
間
・
多
面
的

制
度
を
利
用
し
て

い
る
集
落
数
は
。
制
度
の

終
了
期
限
は
あ
る
の
か
。

答
中
山
間
制
度
は
１９

集
落
、
多
面
的
制

度
は
１３
集
落
。
５
年
ご
と

に
計
画
を
立
て
て
い
き
、

永
続
的
な
制
度
で
あ
る
。

＊
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業

�

１
７
４
０
万
円

問
発
売
日
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
福
祉

の
考
え
が
抜
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
年
金
の
支

給
日
な
ど
に
で
き
な
い
の

か
。答

商
工
会
と
協
議

し
、
実
施
が
可
能

な
範
囲
で
発
売
日
を
検
討

し
た
い
。

予算
審議 クローズアップ 主な　　

質疑応答
＊あなたも議会傍聴してみませんか。お待ちしております。

令和４年度予算

歳
入

歳
出

＊
税
収
減
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
対
応
す
る
か

問
地
方
交
付
税
、
固

定
資
産
税
、
町
民

税
の
今
後
の
見
込
み
は
。

答
地
方
普
通
交
付
税

は
今
後
も
減
少
す

る
見
込
み
だ
。
令
和
３
年

度
は
緊
急
経
済
対
策
な
ど

の
理
由
で
交
付
金
額
が
上

が
っ
た
。
大
規
模
固
定
資

産
税
は
今
年
度
も
９
９
０

万
円
の
減
収
を
見
込
ん
で

い
る
。
町
民
税
も
減
収
の

見
込
み
だ
。

問
税
収
が
１０
年
で
１

億
５
千
万
円
ほ
ど

減
っ
て
い
る
。
財
政
縮
小

に
合
わ
せ
た
事
業
計
画
を

し
て
い
く
の
が
重
要
だ

が
、
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
条
例
に
基

づ
い
て
進
め
る
の
か
。

答
行
財
政
審
議
会
条

例
に
基
づ
い
て
し

っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
。

＊
森
林
環
境
譲
与
税

　

�

１
０
２
９
万
円

問
今
後
の
交
付
の
見

通
し
は
。
昨
年
度

実
績
と
今
年
度
の
予
定
は
。

答
令
和
５
年
度
は
同

額
、
令
和
６
年
度

以
降
は
１
２
６
３
万
円
の

見
込
み
だ
。
令
和
３
年
度

は
黒
谷
地
区
の
刈
り
払

い
、
令
和
４
年
度
は
森
林

整
備
や
鳥
獣
対
策
に
利
用

し
た
い
。

＊
自
然
首
都
・
只
見
応
援

基
金
寄
附
金

�

３
０
０
０
万
円

問
寄
附
金
３
０
０
０

万
円
、
昨
年
度
の

倍
額
の
根
拠
は
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
強
化
が
必
要
で

は
。答

３
月
補
正
で
２
２

０
０
万
円
決
算
見

込
み
だ
。
３
０
０
０
万
円

を
目
指
し
た
い
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
も
視
野
に

い
れ
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
負
担

金
の
一
部
に
あ
て
て
い
き

た
い
。

＊
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
事
業
補
助
金

�

１
２
４
万
円

問
利
用
方
法
の
改
善

を
し
て
、
自
己
負

担
分
だ
け
の
支
払
い
に
で

き
な
い
か
。

答
年
度
初
め
か
ら
で

き
る
よ
う
検
討
中

だ
。
早
く
実
現
す
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
た
い
。

状
況
に
よ
っ
て
は
軽
減
さ

れ
る
場
合
は
あ
る
の
か
。

答
負
担
金
は
多
額
で

あ
る
た
め
、
国
に

も
財
源
を
要
望
し
て
い

る
。年
度
分
で
支
払
う
が
、

運
行
実
績
に
合
わ
せ
て
精

算
に
な
る
。
降
雪
状
況
に

よ
っ
て
負
担
金
の
額
が
変

わ
る
場
合
が
あ
る
。

＊
雇
用
促
進
奨
励
助
成
金

�

９
２
２
万
円

問
対
象
人
数
は
何
人

想
定
し
て
い
る
の

か
。
対
象
事
業
所
へ
は
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で
は
。

答
令
和
３
年
４
月
１

日
以
降
に
雇
用
さ

れ
た
方
、５５
人
分
を
対
象
。

積
極
的
に
説
明
し
て
い
く
。

＊
只
見
線
鉄
道
施
設
等
維

持
管
理
負
担
金

�

１
９
３
５
万
円

問
こ
の
負
担
金
は
不

変
的
な
も
の
か
。

＊
民
間
賃
貸
住
宅
借
上
料

（
民
間
建
設
・
買
取
型

住
宅
事
業
）

�

１
３
９
４
万
円

問
民
間
借
上
げ
住
宅

な
の
か
。
建
設
予

定
地
の
土
地
は
。

答
買
い
取
り
型
住
宅

で
借
上
げ
住
宅
で

は
な
い
。
土
地
は
只
見
沖

地
内
の
町
有
地
に
な
る
。

単
身
世
帯
向
け
住
宅
を
７ これからが勝負

ご利用ください
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委員長　鈴木好行　　副委員長　山岸国夫
一般会計予算
①　委託料のうち、特に指定管理料においては、年々増加の傾向にあるが、その設置
目的の達成のため、指定管理者と連携を強化し、事業の執行に努められたい。また、
補助金・負担金事業においては、本来の目的を達成するため、事業の精査を十分に
行うとともに、負担金、補助及び交付金については、交付による事業効果の検証を
厳格に実施されたい。

国民健康保険施設特別会計予算
②　基金繰入金が増加し、運営が年々厳しくなると思われる。来年度以降の財源対策
に努めること。

世
帯
程
度
、
公
募
を
し
て

民
間
の
方
に
建
築
し
て
も

ら
う
。
早
く
建
築
し
て
早

く
入
居
が
で
き
る
手
法
を

取
り
た
い
。

＊
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育

成
支
援
事
業
補
助
金

�

１
０
０
万
円

問
利
用
者
が
少
な

い
。
も
う
少
し
利

用
で
き
る
よ
う
に
見
直
し

が
必
要
で
は
。

答
令
和
元
年
度
か
ら

１０
万
円
を
限
度
に

実
施
し
て
い
る
。
除
雪
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
は
重
要

で
あ
る
の
で
、
検
討
し
た

い
。

問
他
町
村
に
比
べ
る

と
手
薄
だ
。
苗
を

Ｊ
Ａ
以
外
で
購
入
す
る
方

に
は
い
き
届
か
な
い
支
援

だ
。
多
く
の
方
に
届
く
制

度
設
計
に
す
べ
き
だ
。

答
町
内
事
業
者
か
ら

購
入
す
る
場
合
に

は
、
補
助
額
を
差
し
引
い

た
金
額
で
農
家
に
請
求
さ

れ
る
。
町
外
か
ら
購
入
す

る
場
合
も
助
成
の
対
象
と

し
た
い
。

＊
夢
あ
る
農
業
応
援
事
業

補
助
金

�

２
６
９
１
万
円

問
３
ヶ
年
で
区
切
っ

て
や
る
制
度
で
は

効
果
が
薄
い
の
で
は
な
い

か
。
農
業
の
実
情
に
あ
っ

て
い
る
か
。
耕
作
に
必
要

な
コ
ン
バ
イ
ン
も
含
む
の

か
。
乾
燥
施
設
は
対
象
に

な
る
か
。

答
農
業
の
実
態
を
踏

ま
え
、
永
続
的
に

行
な
う
か
は
検
討
し
た

い
。
稲
作
農
業
に
関
わ
る

も
の
で
汎
用
的
な
も
の
で

な
け
れ
ば
該
当
す
る
。

＊
田
子
倉
無
料
休
憩
所
・

公
衆
ト
イ
レ
清
掃
管
理

委
託
料�

２
４
９
万
円

問
ど
の
よ
う
な
精
査

を
し
て
い
る
の

か
。
算
出
の
根
拠
は
。

答
常
時
設
置
は
週
２

回
、
仮
設
は
週
１

回
。
繁
忙
期
は
週
３
回
、

閑
散
期
は
週
１
回
な
ど
の

調
整
は
し
て
い
る
。

＊
経
営
改
善
人
材
確
保
補

助
金　
各
４
６
８
万
円

問
湯
ら
里
と
振
興
公

社
に
そ
れ
ぞ
れ
４

６
８
万
円
上
が
っ
て
い

る
。適
正
な
相
手
な
の
か
、

基
準
は
。

答
外
部
人
材
に
会
社

に
入
っ
て
い
た
だ

き
人
材
育
成
、
分
析
指
導

を
お
願
す
る
。
町
外
に
い

る
と
き
に
は
営
業
活
動
や

宣
伝
も
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
将
来

的
に
は
一
体
的
な
連
携
が

必
要
だ
。

＊
林
業
施
策

問
林
業
は
農
業
に
比

べ
振
興
策
が
少
な

い
。
あ
る
程
度
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
な
森
を
目
指

し
た
昔
の
里
山
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
施
策
は
で
き
な
い

か
。答

林
業
振
興
策
と
し

て
、
薪
ボ
イ
ラ
ー

導
入
事
業
を
中
心
に
し
て

い
け
ば
、
山
林
、
地
域
全

体
の
経
済
を
考
え
る
よ
う

に
な
る
、
そ
の
順
序
で
進

め
た
い
。

＊
克
雪
対
策
事
業
補
助
金

�

１
０
０
０
万
円

問
塗
装
事
業
で
安
全

確
保
の
た
め
足
場

へ
の
補
助
や
、
景
観
条
例

に
沿
う
よ
う
に
指
定
の
色

に
す
る
べ
き
だ
が
検
討
さ

れ
た
か
。

答
両
方
と
も
強
制
は

で
き
な
い
が
推
奨

を
す
る
。

＊
水
稲
生
産
意
欲
向
上
支

援
対
策
事
業
補
助
金

�

４
３
４
万
円 朝早くからごくろうさまです

トイレは町のおもてなし

予算特別委員会意見
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豪雪の中にもひかりが!
１月から３月会議 主な条例改正や補正予算

３月
会議

２月
会議

　子育て世帯への経済的負担軽減のため、令和４年４月１日から未就学児がいる
世帯に対して、一律に未就学児の均等割額を軽減するために条例を改正。

問 子育て支援や移住促進の先進地では、自治体独自で１８歳以下の国民健康
保険税を全額免除しているが、只見町は採用の考えはあるか。この制度で
減額となる対象人数は。

答 県全体で税率を統一する動きがある。対象は１７名。

只見町国民健康保険税条例の改正

ふるさと納税「自然首都・只見」応援基金寄付金

ふるさと納税返礼品・システム使用料

只見高校の甲子園出場決定に伴い
納税額が大幅増加。

納税額が増え、
返礼品購入額や管理料が増額。

1500万円

� 547万円

第９４回選抜高校野球大会甲子園出場
支援補助金。

がんばれ只見高校‼

歳出

歳入

只見高校 感動をありがとう!

第94回甲子園

只見高校後援会補助金

応援広告費

1000万円

300万円
歴史的４回裏

� （千円未満切り捨て）
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平和な世界を!

みなさまからの請願・陳情について
福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書

経　過
　３月会議において、全員一致で採択とした。

経　過
　ログハウス等購入調査特別委員会を設置し、
現地調査及び陳情者からの聞き取り調査を実施
し、今後、各委員の意思確認が必要とし、継続
審査とした。

２月
会議

１月
会議

豪雪により町道除雪維持費が増大。 豪雪対策福祉支援として２万２千円
を２６０軒分給付。

町道除雪委託料 除雪支援事業給付金

1億5000万円 572万円

新型コロナウイルス３回目の
ワクチン接種費用。

新型コロナウイルスワクチン接種事業

489万円
住民税非課税世帯等に対して、１世帯
当たり１０万円を７３７世帯給付。

臨時特別給付金

7370万円

最高積雪量は２月２３日の３２１㎝

採
択

継
続
審
査

継
続
審
査

農地・農業用施設等の災害
復旧事業等に係る町の支援
制度の改善をお願いする件

毘沙沢林道の全線舗装と常
時除雪、町道編入をお願い
する件

継
続
審
査

只見町観光まちづくり協会
が所有していたログハウス
の利活用に関する陳情書

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議案が
提出され、全会一致で可決された。

ログハウスの有効利用を

� （千円未満切り捨て）
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一般
会議大きな課題

　
令
和
４
年
３
月
１５
日
に
只
見
町
建
設
業
協
会
と
一
般
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
数
年
後
に
開
通
す
る
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
除
雪
体
制
の
課

題
、
町
内
除
雪
に
つ
い
て
の
問
題
点
、
提
案
な
ど
、
建
設
業
者
の
視
線
で

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
今
後
定
期
的

に
意
見
交
換
、
現
地
視
察
を
行
な
い
、
事
業
者
の
声
に
向
き
合
い
町
政
に

反
映
で
き
る
よ
う
議
会
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

開
通
後
の
道
路
除
雪
は
ど
う
す
る
？

◦
人
材
確
保
が
最
重
要
課

題
、
町
内
だ
け
で
な
く
、

沿
線
路
線
全
て
問
題
に
な

る
。
町
内
除
雪
が
朝
８
時

ま
で
に
完
了
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

◦
除
雪
の
人
材
確
保
の
た

め
の
練
習
用
機
械
、
教
育

の
人
件
費
が
課
題
。
県
の

機
械
を
町
に
払
い
下
げ
で

き
な
い
か
。

◦
除
雪
車
の
遠
隔
操
作
に
つ

い
て
は
実
証
実
験
が
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
多
く
の

課
題
も
見
え
て
き
た
。

◦
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能

充
実
、
従
来
の
よ
う
な
除

雪
車
庫
で
は
な
く
、管
理
、

監
視
、
機
能
整
備
が
さ
れ

た
管
理
事
務
所
、
宿
泊
も

で
き
る
施
設
整
備
。
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
内
で
車
両
整
備

で
き
る
施
設
で
な
い
と
故

障
時
の
対
応
が
難
し
い
。

◦
給
油
体
制
の
整
備
を
し

な
い
で
２４
時
間
の
除
雪
が

で
き
る
の
か
、
給
油
体
制

整
備
が
必
要
。

◦
開
通
後
数
年
は
、
冬
季

通
行
は
様
子
を
見
さ
せ
て

ほ
し
い
。
開
通
後
２４
時
間

車
両
通
行
の
中
で
除
雪
が

で
き
る
の
か
。
安
全
確
保

が
読
め
な
い
。
病
院
に
行

く
、
緊
急
車
両
の
通
行
の

安
全
性
を
担
保
し
な
い
と

通
行
が
難
し
い
。
立
ち
往

生
し
た
際
、
除
雪
車
、
緊

急
車
両
が
通
行
で
き
る
車

線
の
整
備
を
。

◦
開
通
前
に
試
験
的
に
除
雪

を
実
施
し
て
、
現
場
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
。
関
係
者
総
出
の
協
議

会
設
置
が
必
要
で
、
今
後

の
４
年
間
は
実
務
が
鍵
に

な
る
。

除雪車の遠隔操作実証実験

只見町建設業協会と開催

地域の守り手確保

除雪体制の確立のため今後も開催が必要

町
内
除
雪
体
制　

施
設
整
備
も
必
要

◦
除
雪
車
両
の
車
庫
が
な

い
所
が
あ
り
出
動
に
も
大

変
苦
慮
し
て
い
る
。
早
期

の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

◦
空
き
家
の
屋
根
の
雪
は

除
雪
車
両
で
も
危
険
を
感

じ
る
。
特
に
道
路
沿
い
の

空
き
家
対
策
に
は
早
期
の

対
応
が
必
要
。

◦
人
材
育
成
、
人
を
雇
用

す
る
、
人
を
育
成
す
る
計

画
が
な
い
ま
ま
人
を
雇
っ

て
良
い
の
か
。
今
の
ペ
ー

ス
で
は
間
に
合
わ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
す
ぐ
に
で

も
育
成
計
画
、
費
用
負
担

を
決
め
て
い
か
な
い
と
。

育
成
に
は
時
間
が
か
か
る

の
で
。
そ
こ
を
早
急
に
決

め
て
い
か
な
い
と
、
そ
の

他
は
始
ま
ら
な
い
。

◦
建
設
業
の
請
負
工
事
に

お
け
る
週
休
二
日
制
の
適

用
に
つ
い
て

　
働
き
方
改
革
が
進
み
、

四
週
六
休
に
な
っ
て
き
て

い
て
雇
用
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
い
ず
れ

は
完
全
週
休
二
日
制
を
め

ざ
す
た
め
に
町
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

地
域
の
守
り
手　
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ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

Vol.31

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

今回は「議会傍聴」について、議長に聴いてみたよ。

「議会傍聴」につい
て�

� おさらいしよう!!

ブナりん　年４回開催の定
例月の議会の際、おしらせば
んに「是非傍聴にお越しくだ
さい」と出ているけどもう少
し詳しく教えて。
議長　紙面にスペースの限り
があるから議会だよりに載せ
られない内容があるんだよ。

イワっぺ　一度議場に行っ
てみたいな。
議長　定例月の議会ではお
しらせばんに日程を載せてい
るから確認して来てね。

ブナりん　傍聴で気を付けることはあるの。
議長　傍聴人が公然と可否を表明したり、騒
ぎ立てる等、会議を妨害したりする場合は、
議長・委員長から制止や退場を命ぜられる場
合もあるよ。住民の代表機関である議会への
住民意思の反映状況を見てもらう趣旨から、
本会議は原則、公開しているよ。

イワっぺ　委員会の傍聴はできないの。
議長　委員長に許可をもらえれば傍聴でき
るよ。

アカショウちゃん　傍聴席に入る手続きは
あるの。
議長　只見町の場合は、①傍聴人受付簿に
住所・氏名・年齢を記入、②所定の傍聴券を
受け取る、③指定の入口から入場することに
なるよ。入室後は行政と議会とのやりとりを
静観できるから、是非一度経験してみてね。
町の現状が身近に感じられるよ。

ブナりん　皆さん、ぜひ議会傍聴に行って
みよう‼

１つの議案にいろんな角度で政策議論をして
いることを聞いてほしいな。只見町の場合、
通年で議会を開催しているから定例月以外の
月でも傍聴できるんだよ。

ネットで議会を中継しているし、録画した中
継をユーチューブでも見られるよ。

アカショウちゃん　議場に
行かなくても見ることはでき
るの。
議長　各振興センターで見
ることができるよ。インター
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朝
日
診
療
所
の
診
療
体

制
、
町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
に
対
す
る
対

応
、豪
雪
対
策
へ
の
対
応
、

保
育
料
無
償
化
後
の
保
育

所
の
状
況
を
調
査
し
た
。

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り

　
①
朝
日
診
療
所
の
診
療

体
制
は
、
常
勤
医
は
４
月

　１２月会議以降３月会議までの間、議会運営委員会では下記の件について審議された。（抜粋）

１月２０日　　只見町議会１月会議の開催について協議
２月１６日　　只見町議会２月会議の開催について協議

議員研修の充実を図るため図書資料の充実について協議
図書室の充実とパソコン導入やＷｉ-Ｆｉ環境等について協議

２月２４日　　只見町議会３月会議の開催について協議
会議日程を３月２日から１１日までの１０日間に決定
請願・陳情、諸般の報告、各委員会所管事務調査報告、各一部事務組合議会報告、
一般質問の通告内容、全員協議会の開催と内容、予算特別委員会審査要綱等、各委
員会所管事務調査事項の通知について協議

　
只
見
高
校
野
球
部
の
甲

子
園
出
場
の
決
定
を
受
け

て
、
町
の
対
応
策
や
支
援

策
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

な
い
、
２
月
補
正
予
算
の

確
保
や
寄
付
金
の
集
ま
り

状
況
等
を
調
査
し
、
万
全

か
ら
９
月
ま
で
３
人
体
制

と
な
る
が
、
夜
間
救
急
患

者
へ
の
対
応
で
き
る
診
療

体
制
を
求
め
る
。

　
②
豪
雪
に
伴
う
対
応
に

つ
い
て
、
除
雪
機
購
入
補

助
要
綱
の
改
定
、
除
雪
支

援
保
険
の
再
検
討
、
降
雪

被
害
の
実
態
調
査
と
対
策

の
体
制
で
出
場
を
支
え
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
歳
時
記
会
館
、

只
見
保
養
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
募
集
状
況
に
つ

い
て
の
調
査
も
実
施
し
た

が
、
保
養
セ
ン
タ
ー
の
指

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

議会運営委員会

◦
診
療
所
の
夜
間
救
急
患
者
へ
の
対
応
を

◦
コ
ロ
ナ
と
豪
雪
に
対
す
る
高
齢
者
支
援
を

◦
保
育
士
の
充
実

◦
只
見
高
校
野
球
部
へ
の
支
援
を
万
全
に

◦
観
光
拠
点
と
し
て
歳
時
記
会
館
の
活
用
を

新型コロナワクチン３回目接種甲子園に駆けつけた大応援団

定
管
理
者
は
応
募
が
あ
っ

た
も
の
の
、
歳
時
記
会
館

に
つ
い
て
は
応
募
者
が
い

な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の

運
営
方
針
に
つ
い
て
の
調

査
を
継
続
す
る
。

　
付
託
を
受
け
た
２
件
の

陳
情
に
つ
い
て
は
、
融
雪

後
の
現
地
確
認
も
必
要
と

判
断
し
、
調
査
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
た
。

を
求
め
る
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
増
と
豪

雪
に
よ
り
、
昨
年
と
比
べ

く
ら
し
の
状
況
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
高
齢
者

へ
の
燃
料
費
高
騰
に
対
応

す
る
支
援
策
を
求
め
る
。

　
③
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
保
育
行
政
と
保
育
士

の
充
実
を
求
め
る
。
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表
紙
の
写
真
に
想
う

①
議
会
だ
よ
り
１
６
７
号
発
行
作
業
（
４
月
２２
日

発
行
）

②
議
会
広
報
を
通
じ
て
町
民
の
方
に
行
政
内
容
が

分
か
り
や
す
く
、
読
ん
で
み
た
く
な
る
広
報
誌

の
発
行
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
広
聴

活
動
に
も
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
１
月
１２
日
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、消
防
出
張
所
・

分
遣
所
庁
舎
整
備
基
本
計

画（
案
）に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
特
に
只
見
及
び

伊
南
出
張
所
は
、
耐
震
性

能
ラ
ン
ク
Ｃ
判
定
で
防
災

拠
点
と
し
て
必
要
な
基
準

を
下
回
っ
て
お
り
、
各
出

張
所
及
び
分
遣
所
の
建
替

え
、
改
修
等
が
必
要
で
あ

　
２
月
２２
日
定
例
会
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
、

総
額
は
１０
億
５
３
３
５
万

円
、
前
年
度
対
比
約
５
９

１
０
万
円
増
と
な
っ
た
。

東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
管
理

棟
及
び
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
２
月
２２
日
定
例
会
で
は
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
が
可
決
さ
れ
、
総
額
は

１０
億
５
６
１
０
万
円
、
前

年
度
対
比
約
１
億
４
千
万

円
増
と
な
っ
た
。
只
見
出

張
所
の
設
計
委
託
料
、
庁

舎
造
成
工
事
費
、
各
分
遣

所
の
増
改
築
費
が
主
な
要

因
で
、
只
見
出
張
所
は
令

和
５
年
度
中
の
新
庁
舎

完
成
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
。

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

ン
タ
ー
旧
焼
却
炉
解
体
工

事
に
か
か
る
経
費
の
計
上

に
よ
り
、
組
合
３
町
の
議

会
総
務
関
係
負
担
金
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出

で
は
解
体
工
事
を
含
め
各

施
設
の
定
期
点
検
修
繕
等

の
経
費
が
主
な
も
の
で
、

剰
余
金
積
立
金
と
し
て

６
５
１
万
円
が
予
算
計

上
さ
れ
た
。

　
只
見
町
分
担
金
は
、

前
年
度
比
で
議
会
・
総

務
費
が
増
額
、
火
葬
、

し
尿
処
理
費
、
ご
み
処

理
費
が
減
額
、
前
年
度

比
４
８
８
万
円
の
増
の

１
億
２
７
６
３
万
円
で

あ
る
。

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

今後の整備予定

　広報広聴常任委員会では町民の皆様からの様々な意見を聴き議会活
動、町政に反映し、より良いまちづくりを考える場として一般会議開
催の募集をしております。

　町民の皆さんと議会が一緒になりまちづくりについて話し合ってみ
ませんか！

一般会議募集のお知らせ

　テ ー マ　　テーマはまちづくりについてどのような事でも構いま
せん、申し込みの際にお知らせください。

　開催方法　　日時・場所については皆さんの都合に合わせご相談さ
せて頂きます。

申し込み方法　議会事務局へご連絡ください。（TEL８２－５３００）

　
３
月
２２
日
、
只
見
町
の
歴
史
に

残
る
貴
重
な
時
を
全
国
各
地
、
多

く
の
方
々
が
、
只
見
高
校
、
只
見

町
を
応
援
。

　
兵
庫
県
立
東
灘
高
校
、
神
戸
鈴

蘭
台
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
皆
さ

ん
が
寒
い
中
友
情
応
援
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
甲
子
園
に
駆
け
つ
け

て
応
援
し
て
く
れ
た
人
達
、
そ
ん

な
中
に
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
く

れ
た『
只
見
』と
言
う
姓
の
女
性
、

「
只
見
高
校
の
甲
子
園
出
場
が
嬉

し
く
て
き
ま
し
た
」、そ
ん
な
偶
然

の
出
会
い
、
多
く

の
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
。

　
只
見
高
校
の
み

な
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
！

◦
只
見
出
張
所
新
築

◦
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
旧
焼
却
炉
解
体
へ

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
議
会
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全国町村議長会特別表彰
　
本
議
会
は
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
よ
り
栄
え
あ

る
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
の
で
、
議
会
を
代
表

し
て
、
日
ご
ろ
町
民
の
皆

様
の
ご
指
導
に
感
謝
し
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
振
り
返
る
と
町

村
議
会
は
、
地
方
分
権
改

革
に
伴
い
自
治
体
経
営
の

自
立
に
向
け
た
法
整
備
が

進
め
ら
れ
、
自
己
決
定
、

自
己
責
任
と
い
う
自
由
と

責
任
の
領
域
が
拡
大
さ

れ
、
議
会
の
役
割
と
責
任

が
飛
躍
的
に
重
く
な
り
ま

し
た
。

　
特
に
、
平
成
１６
年
地
方

自
治
法
改
正
以
降
、
定
例

会
の
回
数
の
自
由
化
、
首

長
の
専
決
要
件
の
制
限

等
、
議
会
機
能
の
一
層
の

充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
、

従
来
の
慣
例
重
視
の
議
会

運
営
を
改
革
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
２０
年
に
は
、
地

方
自
治
法
の
定
め
を
遵
守

し
て
、
本
議
会
独
自
の
成

文
化
し
た
議
会
運
営
基
準

を
定
め
、
わ
か
り
や
す
く

透
明
性
の
あ
る
議
会
運
営

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
改
革

に
対
応
し
て
、
全
国
に
先

駆
け
「
通
年
議
会
制
度
」

の
検
討
に
着
手
し
、
１
年

余
の
試
行
期
間
を
経
て
、

平
成
２３
年
３
月
、
福
島
県

内
初
（
全
国
７
番
目
）
の

通
年
議
会
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
わ
か
り
や
す
く
・
し
っ

か
り
討
議
し
・
政
策
提
言

す
る
議
会
」
を
目
標
に
、

会
期
を
１
年
と
し
、
議
会

活
動
を
機
動
的
に
会
期
に

捉
わ
れ
ず
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
、
災
害
時
の
迅

速
な
対
応
・
突
発
的
な
行

政
課
題
な
ど
、
常
に
執
行

機
関
と
の
円
滑
な
連
携
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
２４
年
３
月

制
定
の
「
只
見
町
議
会
基

本
条
例
」
は
、
通
年
議
会

制
度
を
フ
ル
に
活
用
し
て

全
議
員
で
構
成
す
る
基
本

条
例
策
定
会
議
を
設
置
し

ま
し
た
。
議
会
運
営
や
議

員
活
動
、
行
政
監
視
な
ど

基
本
事
項
を
２０
数
回
の
協

議
・
検
討
を
重
ね
重
要
案

件
の
議
決
や
予
算
の
修
正

な
ど
、
行
政
監
視
機
能
の

充
実
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。

全
国
町
村
議
長
会

　
特
別
表
彰
を
受
賞
し
て

�

只
見
町
議
会
議
長
　
大
塚
純
一
郎

　
平
成
２７
年
に
は
、
広
報

広
聴
機
能
の
充
実
を
図
る

た
め
、
広
報
編
集
委
員
会

を
段
階
的
に
特
別
委
員

会
、
更
に
常
任
委
員
会
に

格
上
げ
し
ま
し
た
。
議
会

だ
よ
り
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
２
回
の
入

選
を
は
じ
め
、
議
会
報
告

会
、一
般
会
議
で
は
町
民
、

各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
の
意
見
交
換
会
を
随
時

開
催
し
て
民
意
の
反
映
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
表
彰
に
恥
じ

ぬ
よ
う
議
会
基
本
条
例
の

理
念
・
通
年
議
会
制
度
の

目
標
に
向
け
て
、
町
民
の

声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実

現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
結
び
に
、
こ
の
度
の
受

賞
に
あ
た
り
長
年
議
会
活

動
に
ご
尽
力
頂
い
た
先
輩

議
員
各
位
並
び
に
関
係
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

先輩方の功績を讃え

表彰３議会　福島県只見町議会・鳥取県琴浦町議会・岡山県美咲町議会

令和３年度

全国町村議長会特別表彰
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町
を
想
い
10
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　今回は２名が一緒の録画動画に　

なっています。

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

■ 酒井正吉郎　……………………14
未来に託せる持続的なまちづくり

■ 矢沢　明伸　……………………15
町内雇用環境は厳しい状況に

■ 小沼　信孝　……………………16
国道に公衆トイレ整備を

■ 佐藤　孝義　……………………17
薪ボイラー導入に向けた具体策は

■ 鈴木　好行　……………………18
冬期室内練習場の設置計画は

■ 酒井　右一　……………………19
只見の産業基盤は何か

■ 三瓶　良一　……………………20
複合駅舎の早期建設を

■ 菅家　　忠　……………………21
教員不足の解消のためには

■ 山岸　国夫　……………………22
国民健康保険税の軽減を求める

■ 齋藤　邦夫　……………………23
年金で入所できる安価な施設整備を13



酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

未来に託せる
持続的なまちづくり
� 答 事業ごとに整備したい

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
開
通
に
合
わ
せ

た
只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出

事
業
に
つ
い
て
、
町
長
は

こ
の
事
業
を
３
～
５
年
実

施
し
そ
の
後
只
見
駅
の
複

合
化
に
結
び
つ
け
た
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
こ
の
事
業
は
ど
こ
ま
で

進
展
し
て
い
る
の
か
。

答
駅
前
第
一
エ
リ
ア

に
お
い
て
出
店
を

決
定
し
た
２
社
の
事
業
者

の
う
ち（
同
）ね
っ
か
に
お

い
て
は
、
ど
ぶ
ろ
く
・
甘

酒
の
製
造
販
売
を
行
う
内

容
で
、
こ
こ
で
し
か
買
う

こ
と
の
出
来
な
い
商
品
開

人気の国産薪ボイラー

発
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、

㈲
セ
イ
ワ
電
子
に
お
い
て

は
、
味
付
け
マ
ト
ン
ケ
バ

ブ
・
田
子
倉
ダ
ム
カ
レ
ー

な
ど
、
只
見
の
ご
当
地
グ

ル
メ
を
中
心
に
飲
食
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
計
画
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
総
合
案

内
を
行
う
㈱
会
津
た
だ
み

振
興
公
社
と
連
携
し
た
取

組
み
に
よ
り
、
駅
前
の
受

け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
。

問
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入

事
業
に
つ
い
て
町

は
地
域
に
あ
る
山
林
資
源

を
活
用
し
、
地
域
内
経
済

の
循
環
に
寄
与
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
し
た
い
と

の
事
だ
が
、
現
時
点
で
の

検
討
結
果
は
。

答
担
当
部
署
に
つ
い

て
は
４
月
か
ら
新

た
な
係
等
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
導
入
先

は
熱
利
用
が
多
い
村
湯
や

湯
ら
里
を
想
定
し
て
い
る
。

導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
杉
等
の
人
工
林
で

は
伐
期
を
迎
え
て
い
る
も

の
が
あ
る
こ
と
や
、
ナ
ラ

な
ど
の
薪
炭
林
で
は
未
利

用
が
増
え
た
こ
と
で
、
ナ

ラ
枯
れ
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
薪
を
燃

料
と
し
た
熱
を
利
用
し
、

灯
油
の
消
費
量
を
抑
え
る

こ
と
で
、
薪
の
供
給
で
未

利
用
と
な
っ
て
い
る
森
林

資
源
の
有
効
活
用
に
よ
り
、

健
全
な
る
森
林
育
成
に
寄

与
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
産

業
振
興
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

問
季
の
郷
湯
ら
里
の

施
設
等
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
準
備
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
３
月
以
後
一
度
も

審
議
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
現
在
、
施
設
の
運

営
の
根
幹
で
あ
る

源
泉
の
揚
湯
量
減
少
と
い

う
喫
緊
の
課
題
が
発
生
し
、

専
門
的
な
調
査
、
解
析
を

進
め
て
お
り
、
新
た
な
源

泉
掘
削
の
目
処
が
立
っ
た

上
で
、
施
設
等
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
は
し
か
る

べ
き
時
期
に
議
会
に
示
し

進
め
て
い
き
た
い
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
今
、
お
知
ら
せ
ば

ん
に
多
く
の
求
人

情
報
が
掲
載
さ
れ
、
町
内

の
雇
用
環
境
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
雇
用
、

就
労
環
境
は
今
後
の
町
づ

く
り
の
根
幹
に
か
か
わ
る

も
の
で
は
な
い
か
。
町
全

体
の
人
材
確
保
、
そ
の
雇

用
環
境
づ
く
り
を
町
と
し

て
ど
う
し
て
い
く
か
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
再
認
識

す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

答
町
づ
く
り
の
根
幹

だ
と
同
じ
く
受
け

止
め
て
い
る
。
今
年
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
が
設
立
さ
れ
る
が
、
こ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し

て
い
ろ
ん
な
選
択
肢
を
広

げ
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

町
内
雇
用
環
境
は

厳
し
い
状
況
に

�
答
生
活
基
盤
と
な
る
就
労
雇
用
対
策
が
必
要

就労、雇用は大切な生活基盤

問
振
興
計
画
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦

略
さ
ら
に
過
疎
計
画
な
ど

行
政
の
主
要
施
策
の
中
で

雇
用
の
創
出
と
し
て
項
目

を
掲
げ
目
標
と
し
て
い

る
。
総
合
戦
略
は
実
行
計

画
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ

て
お
り
、
具
体
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
総
合
戦
略
や
実
施

計
画
こ
れ
を
具
体

的
に
検
討
し
て
い
く
と
こ

ろ
が
今
町
役
場
弱
い
と
感

じ
て
い
る
。

　
地
元
の
経
営
者
の
方
々

と
の
お
話
を
聴
く
、
意
見

交
換
な
ど
の
場
づ
く
り
な

ど
、
担
当
課
含
め
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。

問
進
学
の
た
め
町
の

奨
学
資
金
制
度
、

改
訂
さ
れ
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
只
見
高
校
生

に
地
元
の
へ
定
着
の
た

め
、
求
人
等
の
取
り
組
み

な
ど
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
な
い
か
。

答
そ
う
い
っ
た
姿
勢

は
大
事
だ
と
思

う
。
今
年
卒
業
の
山
村
教

育
留
学
生
の
方
１
名
が
町

内
に
就
職
さ
れ
る
。
今
後

只
見
高
校
生
の
定
着
が
図

れ
る
よ
う
お
願
い
な
ど
条

件
面
を
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
町
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

支
援
施
策
の
支
給

要
件
に
３５
歳
未
満
な
ど
子

育
て
世
代
等
年
齢
要
件
が

あ
る
が
、今
の
社
会
情
勢
、

定
年
延
長
や
国
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
中
、
高
年
齢

雇
用
の
促
進
、
助
成
等
が

図
ら
れ
て
い
る
中
、
そ
う

い
う
側
面
か
ら
加
味
し
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

答
提
案
の
あ
っ
た
趣

旨
、
従
来
な
か
っ

た
視
点
で
あ
り
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
支
援
策
の
年
齢
要
件

等
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

国道沿いに
公衆トイレ整備を
� 答 来訪者のために重要と考える

問
観
光
に
力
を
入
れ

て
い
く
町
に
は
公

衆
ト
イ
レ
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
来
訪
者
の
お
も
て

な
し
の
た
め
に
は
、

き
れ
い
で
、
快
適
な
ト
イ

レ
環
境
を
提
供
す
る
事
が

重
要
と
考
え
る
。

問
現
在
町
内
に
は
い

く
つ
の
公
衆
ト
イ

レ
が
あ
る
の
か
。

答
町
内
に
は
７
か
所

と
登
山
や
自
然
散

策
が
行
わ
れ
る
期
間
、
仮

設
ト
イ
レ
を
４
か
所
設
置

し
て
い
る
。

復旧が待たれる黒谷林道

問
今
後
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
考
え
る
上

で
も
、
外
国
人
は
和
式
ト

イ
レ
の
利
用
は
難
し
い
事

や
衛
生
面
で
の
洋
式
ト
イ

レ
と
の
差
が
歴
然
と
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
も
改
善
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
冬
期
間
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
は
蒲
生

集
会
施
設
の
「
さ
わ
や
か

ト
イ
レ
」
１
か
所
し
か
な

い
。
国
道
２
５
２
号
２
８

９
号
線
沿
い
に
公
衆
ト
イ

レ
を
整
備
し
て
は
い
か
が

か
。答

道
路
沿
い
の
公
衆

ト
イ
レ
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。

問
モ
ノ
と
く
ら
し
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
付

近
に
ト
イ
レ
と
産
直
販
売

な
ど
が
出
来
る
施
設
を
併

設
し
、
訪
れ
る
方
、
地
域

の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
場
に
も
利
用
し
て
頂

け
る
よ
う
な
整
備
の
考
え

は
な
い
か
。

答
地
域
の
人
を
含
め
、

集
ま
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
場
所
も
大
事
だ

と
思
う
の
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
ト
イ
レ
改
修
を
し

て
水
を
大
切
に
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
沿
う

取
り
組
み
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

問
豪
雨
災
害
後
復
旧

に
至
っ
て
い
な
い

区
間
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

黒
谷
林
道
復
旧
工
事
は

�

答
復
旧
を
進
め
る
方
向
で

答
起
点
か
ら
６
・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

民
有
林
区
域
は
復
旧
が
完

了
し
、
そ
の
先
に
続
く
国

有
林
区
域
内
の
併
用
区
間

約
２
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
は
現
在
工
法
の

検
討
を
し
て
い
る
。

問
林
道
未
復
旧
個
所

の
国
有
林
に
崩
落

個
所
が
あ
り
、
そ
の
土
砂

が
下
流
に
流
失
し
下
流
の

河
川
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
、
是
非

と
も
林
道
を
復
旧
し
崩
落

個
所
の
対
策
を
す
る
べ
き

で
な
い
か
。

答
法
線
や
工
法
を
検

討
中
で
あ
り
、
大

事
な
視
点
だ
と
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答
節
水
を
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
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森林整備の推進を

佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
に

向
け
た
具
体
策
は

�

答
担
当
係
を
設
置
し
導
入
を
検
討

問
令
和
４
・
５
年
度

実
施
計
画
書
に
あ

る
事
業
内
容
を
問
う
。
里

山
林
保
全
対
策
事
業
（
カ

シ
ナ
ガ
）
の
効
果
と
目
的

は
。答

只
見
向
山
の
保
存

木
へ
の
樹
幹
注
入

は
枯
死
を
防
ぐ
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。
調

査
研
究
の
事
業
で
は
な
い

が
、
引
き
続
き
カ
シ
ナ
ガ

の
被
害
対
策
を
講
じ
て
い

く
。問

①
森
林
環
境
譲
与

税
事
業
②
森
林
環

境
交
付
金
事
業（
基
本
枠
）

③
森
林
環
境
保
全
直
接
支

援
事
業（
造
林
補
助
）の
３

事
業
は
、
国
県
の
事
業
で

あ
る
が
、
町
独
自
の
林
業

振
興
に
も
使
え
な
い
か
。

答
①
は
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標

の
達
成
や
災
害
防
止
等
を

図
る
た
め
の
国
か
ら
の
地

方
財
源
で
、
伐
採
後
の
再

造
林
が
基
本
で
、
特
に
手

入
れ
が
行
き
届
か
な
い
森

林
の
整
備
を
進
め
る
。

　
②
は
県
の
森
林
環
境
税

が
財
源
で
、
県
の
実
施
要

項
に
基
づ
き
県
民
参
画
の

推
進
、
森
林
の
適
正
管
理

推
進
、
森
林
環
境
学
習
の

推
進
、
森
林
整
備
の
推
進

を
実
施
す
る
。

　
③
は
従
来
の
造
林
事
業

で
町
有
林
の
保
育
事
業
に

活
用
す
る
も
の
で
、
森
林

経
営
計
画
を
策
定
の
上
条

件
に
合
致
し
た
事
業
実
施

に
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。

問
地
元
産
材
活
用
支

援
事
業
は
町
の
単

独
事
業
で
あ
る
と
思
う

が
、
初
年
度
２７
年
か
ら
の

実
績
は
。

答
事
業
開
始
以
降
実

績
件
数
が
低
く
推

移
し
て
い
る
。
住
宅
建
築

は
プ
レ
カ
ッ
ト
材
の
仕
入

れ
施
工
が
現
状
の
た
め
、

車
庫
等
、
付
属
家
の
申
請

が
主
と
な
っ
て
い
る
。
関

係
者
の
意
見
を
聞
き
引
き

続
き
取
り
組
む
。

問
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入

事
業
は
、
新
規
事

業
で
湯
ら
里
に
導
入
し
、

町
公
共
施
設
等
に
も
考
え

て
い
き
た
い
旨
の
話
が
町

長
か
ら
あ
っ
た
。
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
も
有
効
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
の
具

体
策
は
。
薪
ス
ト
ー
ブ
が

見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
薪

確
保
の
た
め
薪
の
生
産
を

産
業
化
で
き
な
い
か
。

答
町
内
に
あ
る
未
利

用
と
な
っ
て
い
る

山
林
資
源
の
活
用
が
促
さ

れ
、
地
域
内
経
済
の
循
環

に
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
４
月
に
担
当
係
等

を
設
置
し
、
導
入
に
向
け

た
検
証
や
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
。
薪
ボ
イ
ラ
ー

の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に

は
、
薪
の
供
給
体
制
の
検

討
も
必
要
。
こ
の
体
制
が

構
築
で
き
れ
ば
、
薪
の
生

産
も
産
業
化
し
て
い
く
。
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冬期室内練習場の
設置計画は
� 答 必要性はあると考える

問
只
見
高
校
野
球
部

の
甲
子
園
出
場
も

踏
ま
え
、
豪
雪
地
域
の
ハ

ン
デ
ィ
を
減
ら
す
た
め
に

冬
期
の
室
内
練
習
場
の
設

置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

考
え
は
。

答
具
体
的
な
構
想
に

は
至
っ
て
い
な
い

が
、
何
ら
か
の
室
内
運
動

場
の
必
要
性
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
幅
広
い
世
代

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

問
町
下
野
球
場
の
ナ

イ
タ
ー
設
備
の
設

置
計
画
や
老
朽
化
し
た
町

下
管
理
棟
の
整
備
計
画
は

あ
る
か
。

答
野
球
場
の
ナ
イ
タ

ー
設
備
は
、
硬
式

野
球
の
公
式
試
合
が
で
き

る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準
を
満
た
す

規
模
に
は
及
ば
な
い
が
、

内
野
の
守
備
練
習
や
連
係

プ
レ
ー
の
練
習
が
出
来
る

程
度
の
照
明
施
設
整
備
を

当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

町
下
管
理
棟
の
整
備
計
画

は
、
室
内
練
習
場
と
の
一

体
的
な
整
備
を
視
野
に
入

れ
、
内
部
協
議
を
し
て
い

る
段
階
だ
。
関
係
者
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を

進
め
た
い
。

問
若
い
人
の
ス
ポ
ー

ツ
離
れ
が
進
ん
で

い
る
。
解
消
策
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
的
な
施
設
整

備
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
出
来
る
方

向
で
検
討
す
る
。

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
す
る
場
所
に
日
陰
を

要
し
た
休
憩
所
の
設
置
が

必
要
と
考
え
る
が
計
画
は

あ
る
か
。

答
冬
期
間
の
維
持
管

理
な
ど
の
課
題
が

あ
る
の
で
、
テ
ン
ト
な
ど

の
簡
易
的
な
設
備
で
検
討

し
た
い
。

問
全
国
的
な
感
染
拡

大
の
中
、
中
止
決

定
の
時
期
が
遅
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
、
実
施
の

決
定
を
し
た
が
、
会
津
若

雪
ま
つ
り
中
止
決
定
の

時
期
は
適
切
か

�

答
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
　

�

開
催
で
き
る
と
判
断
し
た

松
市
が
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
対
象
区
域
に
な

っ
た
た
め
、
中
止
の
決
断

を
し
た
。

問
雪
ま
つ
り
の
準
備

に
費
や
し
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

答
総
額
で
１
１
０
９

万
円
余
り
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
結
果
と
し
て
町
費

を
無
駄
に
費
や
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
反
省

す
べ
き
点
は
何
か
。

答
雪
ま
つ
り
開
催
手

順
の
確
認
や
、
町

の
Ｐ
Ｒ
等
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る

が
、
今
後
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

大量の雪が集められた雪まつり会場
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問
発
電
ダ
ム
に
よ
っ

て
人
や
土
地
を
失

い
、
産
業
基
盤
を
無
く
し

た
只
見
川
流
域（
地
域
）の

産
業
基
盤
を
ど
う
立
て
直

す
考
え
か
。
振
興
策
を
聞

き
た
い
。

答
只
見
川
電
源
流
域

振
興
協
議
会
等
と

協
働
し
て
い
る
が
、
財
源

確
保
の
問
題
か
ら
産
業
基

盤
を
作
っ
て
い
く
難
し
さ

を
認
識
し
て
い
る
。

問
只
見
の
産
業
基
盤

と
は
何
だ
と
認
識

し
て
い
る
か
。

酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

只
見
の

産
業
基
盤
は
何
か

�

答
難
し
い
と
思
っ
て
い
る

２０年前に作られた「産業振興基本構想」

答
工
業
出
荷
額
か
ら

見
れ
ば
製
造
業
、

ま
た
農
業
、
観
光
業
と
も

言
え
る
。
答
弁
に
な
っ
て

い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

問
町
長
の
答
弁
に
は

深
み
が
な
い
。
私

の
手
元
に
２０
年
前
に
作
ら

れ
た
「
只
見
町
産
業
お
こ

し
戦
略
」
が
あ
る
。
具
体

的
な
実
施
計
画
書
、「
み
ん

な
で
挑
戦
只
見
町
産
業
お

こ
し
計
画
」
だ
。
こ
れ
に

は
、
今
に
至
る
中
心
市
街

地
活
性
化
計
画
に
も
触
れ

て
い
る
。
人
口
減
少
に
伴

う
産
業
振
興
の
問
題
は
歴

代
の
町
長
が
腐
心
さ
れ
研

究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

し
っ
か
り
し
た
調
査
結
果

も
出
て
い
る
。

　
し
か
し
今
日
の
町
政
、

過
去
の
「
経
験
や
知
的
財

産
」
が
全
く
活
か
さ
れ
て

い
な
い
。
歴
代
積
み
上
げ

た
知
的
財
産
が
活
か
さ
れ

ず
、
時
間
と
金
を
か
け
て

は
ま
た
作
り
、
ま
た
捨
て

る
。
行
政
に
継
続
性
が
な

い
。
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
に
つ
い
て
も
そ
う
だ
。

こ
の
計
画
は
平
成
２６
年
度

に
着
手
さ
れ
平
成
２８
年
度

ま
で
続
い
た
。
さ
ら
に
平

成
２９
年
度
予
算
も
含
め
る

と
、
投
下
さ
れ
た
公
金
合

計
は
（
国
庫
補
助
分
も
含

む
）
１
５
０
０
万
円
に
及

ん
で
い
る
。
い
ま
町
長
が

提
案
し
て
い
る
「
賑
わ
い

創
出
事
業
」
は
、
過
去
の

「
中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
」
の
一
部
と
只
見
駅
構

想
、こ
れ
と
全
く
同
じ
だ
。

予
算
・
決
算
議
決
さ
れ
た

こ
の
計
画
を
捨
て
、
な
ぜ

新
た
に
「
賑
わ
い
創
出
事

業
」
と
し
て
提
案
し
、
混

乱
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た

の
か
。

答
事
業
の
名
称
を
変

え
た
こ
と
に
特
段

の
意
図
的
な
意
味
は
な
い
。

思
い
は
当
時
と
同
じ
だ
。
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複合駅舎の早期建設を
� 答 当面は賑わいづくりを進める

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
開
通
は
今
秋
実

現
す
る
。
特
別
列
車
の
運

行
も
始
ま
り
、
１
度
に
１

５
０
～
２
０
０
人
の
観
光

客
の
来
訪
も
予
想
さ
れ

る
。
現
駅
舎
で
は
受
入
れ

で
き
な
い
。
複
合
駅
舎
は

３
～
５
年
後
の
計
画
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
会

津
川
口
駅
前
は
２
年
前
に

無
雪
化
さ
れ
た
。
只
見
町

は
遅
れ
て
い
る
。
急
ぐ
べ

き
だ
。
町
の
衰
退
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
と
の
思
い

で
牧
野
組
合
や
大
勢
の
個

人
が
木
材
の
無
償
提
供
を

言
っ
て
い
る
。
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

三
さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

複合駅舎化されている会津田島駅

問
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
解
散
の
原
因

は
分
か
り
づ
ら
い
。
協
会

の
主
た
る
業
務
内
容
は
、

誘
客
宣
伝
、
観
光
案
内
、

観
光
土
産
品
の
開
発
販

売
、
イ
ベ
ン
ト
等
観
光
関

連
業
者
全
体
の
公
益
に
資

す
る
こ
と
が
本
来
の
仕
事

だ
。
湯
ら
里
、
特
産
と
は

本
質
的
に
異
質
だ
。
な
ぜ

統
合
す
る
の
か
。

答
協
会
は
人
的
に
も

財
政
的
に
も
厳
し

い
の
で
、
振
興
公
社
に
移

管
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ

た
。
一
般
社
団
法
人
と
株

式
会
社
の
違
い
で
観
光
協

会
が
解
散
す
る
も
の
だ
。

観
光
行
政
に
つ
い
て
は
、

組
織
の
集
約
化
、
人
材
確

保
、
新
規
サ
ー
ビ
ス
、
商

答
複
合
駅
舎
は
只
見

町
の
顔
と
な
る
も

の
だ
。
当
面
は
賑
わ
い
づ

く
り
を
進
め
る
。
複
合
駅

舎
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。
駅
舎

の
位
置
、
移
動
に
伴
う
設

備
や
機
能
、
そ
の
他
の
検

観
光
協
会

解
散
後
の
あ
り
方
は

�

答
外
部
人
材
の
確
保
も
重
要

品
開
発
等
考
え
て
い
る
。

予
算
に
外
部
人
材
の
確
保

に
係
る
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。

問
小
出
か
ら
会
津
若

松
間
で
は
ど
の
よ

う
な
活
性
化
協
議
を
さ
れ

て
い
る
か
。
欲
を
言
え
ば

毎
週
土
日
祝
日
は
観
光
列

車
の
運
行
が
ほ
し
い
。
そ

れ
に
は
地
元
の
受
入
れ
態

勢
が
必
要
だ
。

答
沿
線
活
性
化
協
議

会
で
は
イ
ベ
ン
ト

を
含
め
協
議
し
て
お
り
、

特
別
列
車
の
運
行
事
業
は

本
格
的
な
復
旧
に
な
れ
ば

当
然
走
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
観
光
の
目
玉
と
考
え

る
。
お
も
て
な
し
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
き
た
い
。

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

町
は
駅
舎
周
辺
施
設
、
駐

車
場
、
飲
食
売
店
、
観
光

情
報
機
能
等
の
検
討
と
要

請
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
木
材
の
無
償
提
供
は

あ
り
が
た
い
。
含
め
て
検

討
し
た
い
。
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
令
和
４
年
度
に
小

学
校
と
高
校
の
教

員
数
が
減
少
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
産
休
や
育
休
を

気
兼
ね
な
く
取
れ
る
環
境

に
す
る
た
め
に
も
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
導

く
教
員
の
不
足
解
消
は
、

医
師
・
看
護
師
不
足
の
解

消
と
同
等
の
町
の
優
先
課

題
だ
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
を
問
う
。

答
教
職
員
の
不
足
に

つ
い
て
は
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

公
立
小
学
校
教
職
員
試
験

の
倍
率
は
２
・
６
倍
で
過

去
最
低
を
更
新
し
、産
休
、

育
休
者
の
補
充
す
ら
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

県
と
町
が
協
力
し
て
教
員

の
多
忙
化
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
居
住
環
境
を

整
え
る
こ
と
も
重
要
と
考

え
、
教
員
住
宅
の
エ
ア
コ

教
員
不
足
の
解
消
の
た
め
に
は

�
答
県
と
町
で
教
員
の
多
忙
化
解
消
を
目
指
す

ン
設
置
予
算
を
令
和
４
年

度
に
上
げ
て
い
る
。
只
見

町
教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
情
報
発
信
し
、
学
校
運

営
協
議
会
で
住
民
と
相
互

に
協
議
で
き
る
場
を
作
っ

て
い
る
。

問
学
校
の
先
生
の
時

間
外
勤
務
を
少
な

く
し
た
い
と
考
え
る
が
、

３
小
学
校
で
同
じ
授
業
を

同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。
そ
の
授
業
中
は
２
校

分
の
先
生
の
手
を
空
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
極
端
に

言
う
と
「
先
生
の
数
が
３

倍
に
な
り
、
生
徒
の
友
達

の
数
が
３
倍
に
な
る
」
考

え
方
が
で
き
る
。
今
後
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、「
先
生
の

数
を
増
や
せ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
業
務

を
減
ら
し
て
い
く
か
」
で

あ
る
。
僻
地
医
療
と
い
う

言
葉
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
僻
地
授
業
の
言
葉
を

作
り
只
見
町
を
過
疎
地
の

教
育
の
先
進
地
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
目
指
す

べ
き
ゴ
ー
ル
は
、
只
見
町

が
先
生
か
ら
選
ば
れ
る
場

所
、
先
生
自
身
が
学
べ
る

環
境
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

答
同
じ
授
業
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教

科
に
よ
る
。
道
徳
な
ど
の

単
発
の
授
業
は
教
科
書
の

進
行
速
度
が
違
っ
て
も
可

能
だ
と
考
え
る
。
今
後
、

各
学
校
の
先
生
方
と
検
討

し
た
い
。

※
他
に
行
政
情
報
の
発

信
、
新
地
方
公
会
計
制

度
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

１校の対面授業に２校がオンラインで参加
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国民健康保険税の
軽減を求める
� 答 県の統一保険料に備える

問
国
民
健
康
保
険
税

は
、
協
会
け
ん
ぽ

と
比
較
し
て
も
高
額
と
な

っ
て
い
る
。全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
、
全
国
町
村

会
は
加
入
者
の
貧
困
化
と

高
す
ぎ
る
保
険
料
に
１
兆

円
の
国
庫
負
担
増
を
要
求

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
が
高
額

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
は
全
国
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度

か
ら
未
就
学
児
の
国
保
税

の
均
等
割
り
の
軽
減
対
策

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
、
世
論
の
反
映
で

あ
る
。

山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
や
コ
メ
の
暴
落
な
ど
が

町
民
生
活
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
基
金
を

活
用
し
て
国
保
税
の
軽
減

を
図
る
べ
き
で
は
。

答
基
金
は
、
医
療
費

の
値
上
げ
、
保
険

給
付
に
要
す
る
費
用
に
不

安
が
生
じ
た
場
合
、
大
幅

な
保
険
税
率
の
引
き
上
げ

を
緩
和
す
る
等
保
険
税
の

水
準
に
つ
い
て
適
切
な
見

直
し
を
行
な
う
た
め
に
充

て
る
と
し
て
い
る
。
県
の

統
一
保
険
料
に
備
え
た
対

応
も
視
野
に
入
れ
て
対
応

す
る
。

問
軽
度
・
中
程
度
難

聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
を
制
度
化
す
る

よ
う
求
め
る
。
補
助
を
行

な
っ
て
い
る
自
治
体
は
全

国
で
５０
と
広
が
っ
て
い
る
。

難
聴
と
認
知
症
の
関
係
研

究
も
厚
労
省
補
助
事
業
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。

答
医
療
な
ど
専
門
家

の
意
見
を
聞
く
な

ど
検
討
す
る
。

問
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
人

の
実
態
調
査
を
介
護
認
定

時
の
み
で
な
く
、
健
康
診

断
時
行
な
う
こ
と
を
求
め

る
。
健
康
診
断
時
に
専
門

医
も
い
て
聴
力
検
査
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。

難
聴
者
へ

補
聴
器
購
入
補
助
を

�

答
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
な
ど
検
討

答
実
態
調
査
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い

く
。問

補
聴
器
を
必
要
と

し
て
い
る
方
は
、

購
入
に
際
し
て
情
報
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。
補
聴
器

相
談
医
と
い
う
制
度
が
あ

る
。
町
民
に
知
ら
せ
る
対

応
を
求
め
る
。

答
周
知
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

問
県
の
軽
度
・
中
等

度
難
聴
児
補
聴
器

購
入
費
等
助
成
事
業
補
助

金
制
度
に
対
応
し
た
町
の

制
度
は
何
か
。

答
町
の
要
綱
制
定
を

急
ぐ
。

仲良く会話ができて良かったね！
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齋
さい

藤
とう

邦
くに

夫
お

議員

問
老
々
介
護
や
認
知

症
高
齢
者
の
増
加

に
よ
り
在
宅
介
護
が
困
難

な
世
帯
が
見
受
け
ら
れ

る
。
介
護
保
険
制
度
は
高

齢
者
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
に
制
度
化
さ
れ
た
も

の
で
国
民
年
金
収
入
の
み

で
入
所
で
き
る
施
設
は
な

い
。
安
価
で
入
居
で
き
る

高
齢
者
施
設
が
必
要
と
考

え
る
。
施
設
待
機
者
と
今

後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

問
う
。

答
町
の
高
齢
者
福
祉

計
画
で
は
、
居
住

の
場
の
充
実
を
図
る
べ
く

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
活
用
し
つ
つ
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
冬
季
対
策
に
も
考
慮

年
金
で
入
所
で
き
る

安
価
な
施
設
整
備
を

�

答
在
宅
と
施
設
の
良
さ
・
第
三
の
住
ま
い
検
討

し
た
高
齢
者
集
合
住
宅
の

活
用
な
ど
、
在
宅
と
施
設

の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
併

せ
持
つ
、
第
三
の
住
ま
い

を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　
施
設
待
機
者
は
現
在
、

只
見
ホ
ー
ム
３３
人
、
あ
さ

く
さ
ホ
ー
ム
２１
人
。

問
福
祉
計
画
で
は
施

設
利
用
者
は
横
ば

い
と
し
て
、
施
設
整
備
の

計
画
は
な
い
。
入
所
待
機

者
が
５０
人
以
上
、さ
ら
に
、

年
金
暮
ら
し
で
入
り
た
く

て
も
入
れ
な
い
人
も
い
る
。

集
落
の
高
齢
化
に
よ
り
集

落
の
福
祉
力
の
低
下
を
踏

ま
え
、
第
三
の
住
ま
い
構

想
の
実
現
に
期
待
す
る
。

国
の
補
助
な
ど
当
て
に
せ

ず
町
単
独
で
町
民
の
要
望

に
応
え
、
安
価
で
入
所
で

き
る
施
設
を
検
討
頂
き
た

い
。答

そ
の
方
向
に
向
か

っ
て
角
度
は
違
う

が
目
的
は
同
じ
だ
。
今
後

さ
ら
に
検
討
さ
せ
て
頂
く
。

問
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強

化
に
つ
い
て
、
具
体
的
対

策
を
問
う
。

答
高
齢
者
が
安
心
し

て
地
域
で
独
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
た

め
、
医
療
・
介
護
・
生
活

支
援
な
ど
高
齢
者
が
抱
え

る
様
々
な
相
談
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
を
図
っ
て
い
く
。
具
体

的
に
は
、
令
和
４
年
度

職
員
の
業
務
研
修
を
行
な

い
、
令
和
５
年
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
す
る
。

問
町
は
委
託
先
の
人

的
体
制
と
お
金
の

裏
打
ち
が
大
事
で
あ
る
。

職
員
の
採
用
、
派
遣
、
出

向
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
身

分
、待
遇
に
つ
い
て
問
う
。

答
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
委
託
事
業
に
係

る
人
件
費
等
の
費
用
は
、

町
が
財
政
的
な
裏
打
ち
を

行
な
い
事
業
の
安
定
化
を

図
る
。

認知症サポート養成講座（明和小学校）

23



vol.31

発行：只見町議会広報広聴常任委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL：0241-82-5300　FAX：0241-82-5222　E-Mail :gikai@town.tadami.lg.jp

　
朝
日
小
学
校

　
６
年　
目め

黒ぐ
ろ

ゆ
ま
り

　
私
は
お
ひ
ら
を
通
し
て
、

昔
の
伝
統
食
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
明
和
小
学
校

　
６
年　
三さ

ん

瓶べ　
煌こ

う

羽は

　
僕
た
ち
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
伊
南
川
の
ご

み
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

予
想
で
は
、
き
れ
い
で
全

お
ひ
ら
は
、
当
時
の
貴
重

な
食
材
を
使
っ
て
い
て
と

て
も
ご
ち
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ほ
か
の
地
域
と

物
の
や
り
と
り
を
し
て
得

る
食
材
も
あ
り
と
て
も
ぜ

い
た
く
な
も
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
伝
統
食
は
相

手
を
心
か
ら
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

く
ご
み
も
な
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
は
た

ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
瓶
、

金
属
の
建
材
な
ど
が
あ
り
、

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。

　
伊
南
川
か
ら
只
見
川
と

川
沿
い
を
た
ど
っ
て
新
潟

の
海
ま
で
行
っ
た
学
習
で

は
、
途
中
の
只
見
川
や
日

本
海
で
は
さ
ら
に
多
く
の

ご
み
を
見
か
け
ま
し
た
。

が
で
き
て
健
康
食
と
し
て

も
十
分
効
果
が
あ
る
の
で

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
作
る
こ
と
も
で
き

て
よ
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

只
見
の
ご
み
が
海
へ
行
き
、

海
洋
ご
み
に
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る

と
怖
か
っ
た
で
す
。

　
僕
は
き
れ
い
な
只
見
の

川
を
守
る
た
め
、
空
き
時

間
に
ご
み
拾
い
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

お
ひ
ら
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

只
見
の
川
か
ら
海
を
守
り
た
い

　
２
年
前
の
３
月
２９
日
が
只
見
町
議
会
選
挙
の
開
票
日
で

も
う
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
勉
強
不
足
な
こ
と
、
実
現
で

き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と
ふ
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。
委

員
会
活
動
で
は
調
査
事
項
を
決
め
て
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
経
過
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
も
、
結
果
を
示
せ
な

か
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　
只
見
高
校
野
球
部
の
よ
う
に
結
果
を
出
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
を
元
気
に
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
人
が
で

き
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
、
子
ど
も
の
た
め
だ
っ
た
ら
町
は

ひ
と
つ
に
な
れ
る
。
そ
ん
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。只
見
高
校
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
さ
な
変
化
か
ら
大
き
な
変
化
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
菅
家 

忠 

副
委
員
長
）

編
集
後
記

発
行
責
任
者

　
議　
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大
塚
純
一
郎

広
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広
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任
委
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会

　
委
員
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小
沼　
信
孝

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
中
野　
大
德

　
　
　
　
　
　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
鈴
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好
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井
正
吉
郎
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